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待ちに待ったまちづくりの恒例行事ウォークラリー

が文化の日に、４年ぶりに開催されました。 

参加者４５組、１６２名は雲一つない気持ちの良い晴天

の中、蔵持市民センター駐車場に集まりました。 

開会式では、会長より「こども達に笑顔を届け、親しみ

を持って通じ合える良い場となるように」と挨拶があり

ました。 

第 1６回 11 月 3 日（金） 

近鉄電車を見ながら、秋の芝出路を歩こう！ 

コマ図が少し難しかったけどベビー
カーを押しながら頑張りました！ 

 

今回のコースは、メイン地区芝出を回る３.５km。 

ゆっくり歩いて６５分程のコースです。ニンニン体操で体

をほぐし「しまかぜ」「ひのとり」コースに分かれて１分

毎にスタートしました。設けられたチェックポイントでは

バッコーやフライングディスクなどにチャレンジ。問題や

“なぞなぞ”に答えて、最後にゴール前では観察ゾーンの

問題に頭を捻っていました。 

表彰式の後、夏を思い出すほどの陽射しもものともせず

ジャンケン大会が行われ、大いに盛り上がりました！ 

今年の 

隠しタイムは 

75 分！ 
 

姉妹で何度か参加しています。 

直感で動きました！ 
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     対策本部：コミュニティハウスひだまり 
     桔中の生徒５７人による安否確認、防
災テントの設営訓練、水消火器による初期消化訓
練などを実施しました。 

対策本部：里コミュニティセンター 
避難場所を設置し、各組長が安否確認。 
若緑会が非常食の炊き出しを行いました。 

名張市防災訓練開催 １１月１８日(土)、雨の中、各地区で防災訓練が行われました。 

緑が丘 

主催：防災部 
協力：蔵持消防団・名張市役所 

名張消防本部 
    

消防ホースの長さ計測中！ 

名張川河川防災ステーション にて実施 

１０月５日(木)、蔵持小学校４年生３１名

が参加して「防災体験学習」を行いました。 

 蔵持消防団の仕事や、消防車の用具の説明 

消防本部の消火器の説明をノートにメモしな 

がら熱心に聞いていました。 

  

 

蔵持小学校

４年生 
 

『地域 防災教室 』開催 

体験学習では消防団の手ほどきを受

けて、毛布を使った担架作りや土の

う作りに一生懸命取り組んでいまし

た。こどもたちが作った沢山の土の

うは防災のために使用するそうで

す。役に立ってよかったですね。 

色々な体験を通して、地域

のために何ができるかを考え

る機会になればと思います。 
 

ご協力いただいた

皆さん、ありがと

うございました！ 

蔵持市民センター にて実施 

１０月１２日(木)、市民センターにて先週 

に引き続き「防災体験学習」を開催しました。  

  

 

蔵清水の井戸にて 防災無線体験 
レトルト食品を作ってい

る「まもくら工房」見学 

防災テント設営 

里 

          対策本部：芝出集会所 
みぞれ混じりの冷たい雨の中、桔中の生

徒３人が安否確認に参加してくれました。 

芝 出 

     対策本部：原出公民館 
     桔中の生徒９人が一人暮らしの高齢
者を対象に現況調査。その後摩擦熱で着火する火
起こし体験を実施しました。 

原 出 
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さつまいもづくり事業 
協力：福祉部 
 
    

さつまいも畑の草引き ＆ 芋ほり 蔵持小学校

１年生 
 

７月３日(月)、蔵小の１年生３１名が参加し

て｢さつまいも畑の草引き｣が行われました。 

こどもたちが植え付けたさつま芋の葉は

青々と育っていましたが、雑草も元気よく伸

びてきてさつま芋の邪魔をしていました。 

そこで、まちづくり委員会のさつま芋づく

り担当の吉藤徳次さん、福祉部の荻田吉春さ

んの手ほどきで草引きを行いました。 

さつま芋がこのまま元気に育って、秋には

沢山収穫できるといいですね。 
 

１０月１６日(月)、１年生３０人でさつまいも掘

りをしました。事前につるあげをした所に目印があ

り、そこを掘ると待望のさつまいもが！ 

今年は少し成長が悪いみたいで、でも１年生にと

っては大きいお芋が掘れました。 

熱心に丁寧にひげとりをしている子も。 

みんなとっても楽しそうでした！ 

ご協力いただいた

皆さん、ありがと

うございました！ 

主催：防犯・交通安全部 

協力：三重交通 

   名張市都市計画室 
 
    

バスの乗り方教室 開催 
蔵持小学校

２年生 
 

１０月２６日(木)、蔵小２年生３５名

が参加して、「バスの乗り方教室」が行わ

れました。 

三重交通の方から、バスの乗り方とバ

スの中でのマナーについて教えていた

だきました。その後、ＩＣカードと現金

の２つの方法でバスに乗車して三重交

通伊賀営業所に向かいました。 

到着するとバスに乗ったままで洗車

を体感して歓声を上げていました。ま

た、バスを修理しているところも見学し

ました。 

この機会にぜひ公共交通も利用して

ください。 

バス洗車中 バスの乗り方やマナーを、 
クイズを交えて学びました。 

小学生がＩＣカードで乗

車した場合、降りるとき

に運転手さんに「小学生

です」と伝えてください。

こども料金になります。 

 
現金の場合は「整理券」

を取りましょう。 
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５年生２９名が参加して、５ 

月に自分たちで稲を植えた田 

んぼを観察しました。子供たちは水がはってある田んぼの中に生

きものがいないかと熱心に観察し、元気に伸びた稲の間でアメー

バや水すましを見つけて写真を撮っていました。また、講師の坪

田正博さんや田中豊成さんが前日に捕獲していた海老やゲンゴロ

ウも見せていただき、「こんなものもいるんだと」驚いていました。 

坪田さん 

稲作体験教室  ～蔵持小学校 5 年生～ 
 

田植え後、生育状況を見守ってきた“伊賀米コシヒカリ”収穫！！ 

一株ずつ刈り取り、６株～１０株ぐらいを“わら”で束ねます。なかなか

うまく束ねられなくて、地域の、坪田正博さん・北橋勝美さん・北道直幸

さん・田中豊成さん（いずれも蔵持町芝出）に助けてもらったり、教えて

もらったりして束ねていきました。おいしいお米になるように束ねた稲は、

最近は見なくなった稲架掛け（はさがけ）を行いました。 

講師の坪田さんから、「もみ」「玄米」「精米」「ぬか」等に 

ついての話があり、その後、宿題？が出されました。 

この後、坪田さんが脱穀・精米をして、児童達のもとへ届けま 

した。今年の蔵小５年生の新米、おいしかった！かな。 

 

 

宿題 

学校に帰って数えてね 

稲穂２本で、どれぐらいのお

米が付いているでしょうか。 

※ヒント１００粒以上はあります

よ！ 

正解発表 

稲穂１本に７０～８０粒のお米ができ 

ますので、２本なら１５０粒ぐらいです。 

※田植えの時、５～６本の苗を植えていますから、その苗が分けつ（葉から

枝別れすること）して一株２５本ぐらいの苗になります。一株で、２５本×

７０粒で１，７５０粒のお米ができます。お茶碗一杯、約３，０００粒ですから、

２株で大盛のお茶碗一杯分のお米が取れるんですよ。 

田中さん 

ぶん 
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１０月６日（金）、講師に“蔵持獅子神楽保存会”の皆さんを迎え、この地区 

で受け継がれ、毎年春日神社の秋祭り（１０月の第２日曜）に奉納されている

“獅子神楽”を学びました。 

毎年１・２年生を対象に行っている教室ですが、新型コロナウイルス感染症の影

響で３年間開催する事が出来ませんでした。今年は、「獅子舞について勉強した

い！」と３年生も参加し、賑やかな教室となりました。“神楽・刀・天狗あがり”

の３つの演目の一部を見てもらい、こども達は、少し驚いたり、怖がった

り・・・目を輝かせ、獅子や天狗に興味津々！保存会で３年生の一人が獅子神楽

で天狗を演じています。天狗は、その子が舞い、面を外して皆びっくり！ 

伝統文化教室  ～蔵持小学校１・２・３年生～ 
 

その後、「蔵持の昔話“熊坂長範”」や「ほんとにあっ 

た蔵持小学校の空襲（被弾ピアノ）」のお話があり、自 

分たちの住む“くらもち”満載の時間を過ごしました。 

小学校での舞を終えた獅子神楽保存会の皆さんは、その 

後「蔵持こども園」にも立ち寄り、園児たちに獅子舞を披露しまし

た。獅子神楽保存会の皆さんありがとうございました。 

子どもから「獅子の目はなぜ金色なんですか？」と質問が

ありましたが、その時は答えられませんでした。 

調べてみますと・・・能楽で幽霊の面は目と歯が金色だそ

うです。これは、この世のものではないから金色だとか。獅

子もこの世のものではないから目と歯が金色ではないので

しょうか。紙面をかりてお答えさせていただきました。 

獅
子
が
頭
を
噛
む
仕
草

『
歯
噛
み
』
を
行
い
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
や
、
長
寿
を
祈
念 

第４１回  蔵持市民センター祭  開催  １１月１１日（土）・１２日（日） １０：００～１６：００ 

テーマ 『ＮＥＷ‼』 新しいことにみんなで楽しく挑戦しよう！ 

獅子舞は 

雨で中止！ 

残念！ 

文化広報部は写真撮

影を担当。撮った写

真約５００枚！全部

掲載できないのが残

念です。 

企画や運営のスタッフボランティアを募集するな 

ど初の試みで行われ、本当に濃密な２日間でした。

数えきれないぐらいのご協力で運営された市民セ 

ンター祭！スタッフの皆さんに感謝です。 
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“関ケ原古戦場記念館見学＆黒壁スクエア散策”バスツアー 

天気は快晴！秋晴れのもと、今話題の関ケ原

古戦場記念館では、グランドビジョンや迫力満

点のシアターを鑑賞しました。グランドビジョ

ンは、床のエリアに合戦に至る流れや各武将の

陣形などが流れ、シアターでは、まさに合戦の

模様が映し出されました。 

壁一面の大映像と音が、兵士の目線で映し出

され、座席が揺れたり、風が吹いたり。まさに

戦場にいるかのような大迫力でした。 

その後、合戦に関わる展示物を見たり、刀や

槍、火縄銃等のレプリカに触れたりと 423 年前

の出来事に思いをはせました。 

１1 月 23 日（祝・木） 文化広報部主催  

昼からは、長浜にある黒壁スクエアを訪れ

ました。古い街並みに、レストランやミュー

ジアム、様々なショップが立ち並び、沢山の

人で賑わっています。街をぶらぶら歩きなが

ら、好きな食べ物をいただいたり、興味のあ

る店を眺めてみたり、歴史的な博物館や神社

等もあります。 

秋晴れの気持ちいい日差しの中、ちょっと

カフェで一休み。ゆっくりと流れる時間を黒

壁の街並みで楽しみました。 

移動中のバスの中では、歴史の話やゲーム 

等もあり、楽しい時を過ごしました。 

蔵持に帰る頃には、いつの間にか辺りはす

っかり暗くなっていて、1日をとても楽しく

ゆったり過ごしたバスの旅でした。 


